
演習問題集４年上第６回・くわしい解説

※ 単位変換の問題をたくさん解きましょう。

※ １km＝１０００ｍ，１ｍ＝１００cm，１cm＝１０mm

※ １kg＝１０００ｇ，１ｇ＝１０００mg

※ １Ｌ＝１０dＬ，１Ｌ＝１０００mＬ，１dＬ＝１００mＬ
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (1)

たとえば「５４５２７」という数があったら，右の図の

ような位になっています。
くらい

左の５は右の５の何倍になるかを考えてみましょう。

右の５は百の位にあって，それを１０倍したのが千の位，

さらにそれを１０倍したのが万の位の５ですから，左の５は

右の５の１０倍の１０倍，つまり１００倍になります。

同じように考えて，０．１０５７１の場合，右の図のような

位になっていますから，左の１は右の１の１０倍の１０倍の

１０倍の１０倍，つまり，

１０×１０×１０×１０＝１００００（倍）になります。

反復問題(基本) 1 (2)

１ が５個で … ５

０.１ が２個で … ０.２

０.０１が９個で … ０.０９

５.２９

反復問題(基本) 1 (3)

もし，０.０１が ２個なら，０.０２ です。

０.０１が ７個なら，０.０７ です。

０.０１が１２個なら，０.１２ です。

０.０１が１０個なら，０.１ です。

この問題では，１ が ６個で … ６

０.０１が２０個で … ０.２

６.２

５４５２７
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (4)

１
と０.１とは，同じです。

１０

１
よって， が９個集まった数というのは，０.１が９個集まった数のことですから，

１０

０.９ になります。

反復問題(基本) 1 (5)

１
と０.０１とは，同じです。

１００

１
よって， が２３個集まった数というのは，０.０１が２３個集まった数のこと

１００

ですから，０.２３ になります。

反復問題(基本) 1 (6)

右の図では，０から１までの間を１０個に分けて

います。

よって１目もりは，０.１です。

①は０から７目もり目を表しますから，０.７ になります。

右の図では，０.１から０.２までの間を１０個に

分けています。

よって１目もりは，０.０１です。

②は０.１から，０.１１，０.１２，０.１３，……と進んでいって，０.０１ずつ６目も

り目を表しますから，０.１６ になります。

③は０.２から，０.２１，０.２２，０.２３，……と進んでいきますから，０.２３ にな

ります。

0 1

①

② ③

0.1 0.2 0.3
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(基本) 2

(1) ０.３ (2) ０.８ (3) １.８

＋ ０.２ － ０.３ ＋ ５.４２

０.５ ０.５ ７.２２

(4) ３.２５ (5) ３.６４ (6) ２.８０ ←０をつけましょう。

－ １.６ ＋ １.５６ － １.９４

１.６５ ５.２０ → ５.２ ０.８６

反復問題(基本) 3

(1) １ｍ＝１００cmですから，

ｍをcmにするときは，１００倍します。

１００倍というのは，小数点を２個ぶん右に動かすことです。

３.７の小数点を２個ぶん右に動かすと，３７ ．となります。

７と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

よって，３.７ｍ＝３７０cmになります。

１
(2) １km＝１０００ｍですから，ｍをkmにするときは， にします。

１０００
１

５４００の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。
１０００

５４００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは５４００を５４００. のように，小数点を

つけてから，左に３個動かします。

よって，５４００ｍ＝５.４００km＝５.４km です。

(3) １kg＝１０００ｇ ですから，kgをｇにするときは，１０００倍します。

１０００倍というのは，小数点を３個ぶん右に動かすことです。

２.１の小数点を３個ぶん右に動かすと，２１ . となります。

１と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

よって，２１００ｇ になります。

３.７ .

５４００..

２.１ .
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

１
(4) １ｇ＝１０００mg ですから，mgをｇにするときは， にします。

１０００
１

８７００の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。
１０００

８７００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは８７００を８７００. のように，小数点を

つけてから，左に３個動かします。

よって，８７００mg＝８.７００ｇ＝８.７ｇです。

(5) １Ｌ＝１０dＬですから，ＬをdＬにするときは，１０倍します。

１０倍というのは，小数点を１個ぶん右に動かすことです。

７.５の小数点を１個ぶん右に動かすと，７５. となります。

これは，７５dＬのことです。

１
(6) １Ｌ＝１０００mＬですから，mＬをＬにするときは， にします。

１０００
１

１４００の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。
１０００

１４００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは１４００を１４００. のように，小数点を

つけてから左に３個動かします。

よって，１４００mＬ＝１.４００Ｌ＝１.４Ｌです。

(7) のところの単位は，kmになっています。

したがって，単位をkmに直してから計算します。

２.６kmは，単位がkmのままでＯＫですが，３７００ｍの方は，kmに直さなけれ

ばなりません。
１

１km＝１０００ｍですから，ｍをkmにするときは， にします。
１０００

１
３７００の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。

１０００

３７００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは３７００を３７００. のように，小数点を

つけてから左に３個動かします。

よって，３７００ｍ＝３.７００km＝３.７kmです。

したがって，２.６km＋３７００ｍ＝２.６km＋３.７km＝６.３km になります。

７.５.

１４００..

３７００..

８７００..
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

(8) のところの単位は，ｇになっています。

したがって，単位をｇに直してから計算します。

１kg＝１０００ｇですから，kgをｇにするときは，１０００倍します。

１０００倍というのは，小数点を３個ぶん右に動かすことです。

５.３の小数点を３個ぶん右に動かすと，５３ . になります。

１と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

すると，５.３kgは，５３００ｇになります。

したがって，５.３kg－２７００ｇ＝５３００ｇ－２７００ｇ＝２６００ｇ になりま

す。

(9) のところの単位は，dＬになっています。

したがって，単位をdＬに直してから計算します。

まず，６.４ＬをdＬに直します。

１Ｌ＝１０dＬ ですから，ＬをdＬにするときは，１０倍します。

１０倍というのは，小数点を１個ぶん右に動かすことです。

６.４の小数点を１個ぶん右に動かすと，６４. になります。

これは，６４のことです。

よって，６.４Ｌは，６４dＬになります。

次に，２８００mＬをdＬに直します。

１
１dＬ＝１００mＬですから，mＬをdＬにするときは， にします。

１００

１
２８００mＬの というのは，小数点を２個ぶん左に動かすことです。

１００

２８００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは２８００を２８００. のように，小数点を

つけてから左に２個動かします。

よって，２８００mＬ＝２８dＬ です。

これで，６.４Ｌは６４dＬになり，２８００mＬは２８dＬになりました。

したがって，６.４Ｌ－２８００mＬ＝６４dＬ－２８dＬ＝３６dＬ になります。

５.３ .

６.４.

２８００..
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(基本) 4 (1)

(1)は，朝，昼，夜の牛乳の量の合計を，Ｌの単位で求める問題です。

朝は，２７０mＬです。１Ｌは１０００mＬですから，

２７０mＬは０.２７Ｌです。

昼は，１.５dＬです。１Ｌは１０dＬですから，

１.５dＬは０.１５Ｌです。

夜は，５４０mＬです。１Ｌは１０００mＬですから，

５４０mＬは０.５４Ｌです。

よって，朝と昼と夜の合計は，０.２７＋０.１５＋０.５４＝０.９６（Ｌ）です。

反復問題(基本) 4 (2)

牛乳は１.２Ｌありました。 １.２０

(1)で求めたように，０.９６Ｌを飲みました。 － ０.９６

残っている牛乳は，１.２－０.９６＝０.２４（Ｌ）です。 ０.２４

２７０.

１.５.

５４０.
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(練習) 1 (1)

２.８から２.９まで，２.９から３までは，

０.１はなれています。

０.１の中に，１０目もりぶんあるので，

１目もりは，０.０１ になります。

アは，２.８のところから２目もりぶん

右にあります。

１目もりは０.０１ですから，２目もりは，

０.０２ です。

アは，２.８よりも０.０２大きいのですから，２.８２ になります。

反復問題(練習) 1 (2)

イからウまでは６目もりあります。

(1)で求めたように，１目もりは０.０１

ですから，６目もりは，０.０６です。

イとウの数を求めてから，差を求める方法もあります。

イは２.９よりも１目もりぶん小さいので，０.０１小さいことになり，２.８９です。

ウは２.９よりも５目もりぶん大きいので，０.０５大きいことになり，２.９５です。

よって，イとウの差は，２.９５－２.８９＝０.０６ です。

2.8 2.9 3

ア イ ウ

0.1 0.1

0.02

2.8 2.9 3

ア イ ウ

0.1 0.1

6目もり

0.02

2.8 2.9 3

ア イ ウ

0.1 0.1
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(練習) 2

まず，１４００ｍをkmの単位に直しましょう。

１kmは１０００ｍですから，

１４００ｍは１.４kmです。

よって，問題の内容を図にすると，

右図のようになります。

郵便局から駅までの道のりは，

３－１.４＝１.６（km）になります。

公園から郵便局までの道のりは，

２.２－１.６＝０.６（km）になります。

１４００.

太 駅郵公

3km

1.4km 2.2km

太 駅郵公

3km

1.4km 2.2km

1.6km？
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(練習) 3 (1)

問題文に書いてある単位を，すべてＬの単位に直してから計算します。

１Ｌ＝１０dＬ ですから，７dＬは０.７Ｌです。

１Ｌ＝１０００mＬですから，９５０mＬは０.９５Ｌです。

では，問題の内容を表にして，考えていきましょう。

まず，Ａには水が２.５Ｌ入っていました。

ＡからＢに０.７Ｌをうつしました。

このとき，Ａは０.７Ｌ減って，

Ｂは０.７Ｌ増えます。

Ｃは変わりません。

次に，ＢからＣに０.９５Ｌをうつしました。

このとき，Ｂは０.９５Ｌ減って，

Ｃは０.９５Ｌ増えます。

Ａは変わりません。

Ａは，はじめ２.５Ｌありましたが，

０.７Ｌ減って，そのあと変わらなかったことに

なりますから，Ａは，２.５－０.７＝１.８（Ｌ）に

なりました。

Ａ Ｂ Ｃ

2.5

↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓

Ａ Ｂ Ｃ

2.5

↓ ↓ ↓同じ

↓ ↓ ↓

－0.7 ＋0.7

Ａ Ｂ Ｃ

2.5

↓ ↓ ↓同じ

↓ ↓ ↓

－0.7 ＋0.7

－0.95同じ ＋0.95

.７.

９００..
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(練習) 3 (2)

(1)でわかったことを書きこむと，右の表の

ようになります。

Ａ，Ｂ，Ｃの水の量は，やりとりしたあとに

同じになりました。

よって，Ｂは，はじめの水の量から０.７Ｌ増えて，

０.９５Ｌ減って，その結果，１.８Ｌになりました。

０.９５Ｌ減る前は，１.８＋０.９５＝２.７５（Ｌ）

でした。

０.７Ｌ増える前は，２.７５－０.７＝２.０５（Ｌ）

でした。

よって，はじめのＢは，２.０５Ｌでした。

１Ｌ＝１０００mＬですから，

２.０５Ｌは，２０５０mＬです。

Ａ Ｂ Ｃ

2.5

↓ ↓ ↓同じ

↓ ↓ ↓

－0.7 ＋0.7

－0.95同じ ＋0.95

1.8

1.8

Ａ Ｂ Ｃ

2.5

↓ ↓ ↓同じ

↓ ↓ ↓

－0.7 ＋0.7

－0.95同じ ＋0.95

1.8

1.8 1.8 1.8

同じ
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(練習) 4 (1)

たとえば よりも の方が大きいように，小数点はなるべく

右にあった方が，大きい数になります。

でも， のように，小数点がいちばん右にあるようなならべ方はできない

ので，なるべく大きい数にするためには，小数点を， のように，右から

２番目にならべることになります。

残っているカードは ですが，大きい数字をなるべく左にならべた方が，

数としても大きくなるので， としたいのですが，このようなならべ方は

できないので，しかたなく と を逆にして， として，できあがりです。

よって正解は，８０.２になります。

反復問題(練習) 4 (2)

作ることのできる小数のうち，一番大きい小数は，(1)で作った８０.２です。

あとは，一番小さい小数を作って，差を求めればよいことになります。

たとえば よりも の方が小さいように，小数点はなるべく

左にあった方が，小さい数になります。

でも， のように，小数点がいちばん左にあるようなならべ方はできない

ので，なるべく小さい数にするためには，小数点を， のように，左から

２番目にならべることになります。

残っているカードは ですが，小さい数字をなるべく左にならべた方が，

数としても小さくなるので， が，一番小さい小数です。

よって一番大きい小数は８０.２で，一番小さい小数は０.２８です。

差は，８０.２－０.２８＝７９.９２になります。

．

０

２ ．０ ８ ８．２ ０

８ ．２ ０

０ ２ ８

８ ０．２

２ ２８ ．０

８．２ ０ ２ ．０ ８

８．２ ０

．

０ ２ ８

． ８０ ２
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

反復問題(練習) 5 (1)

表を見ると，２個目のアメ玉には，「－０.７ｇ」と書いてありました。

これは，１１ｇを基準として，１１ｇよりも０.７ｇ軽いことを表します。

よって，１１－０.７＝１０.３（ｇ）になります。

反復問題(練習) 5 (2)

表を見ると，最も重いアメ玉は，「＋１.３ｇ」と書いてある３個目のアメ玉です。

最も軽いアメ玉は，「－１.４ｇ」と書いてある６個目のアメ玉です。

下の方ほど重く，上の方ほど軽い線分図で表すと，

右の図のようになります。

最も重いアメ玉と最も軽いアメ玉の差は，

１.３＋１.４＝２.７（ｇ）になります。

基準

1.3ｇ

1.4ｇ

最も重い

最も軽い

差
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トレーニング①

(1) １ が７個で … ７

０.１ が８個で … ０.８

０.０１が５個で … ０.０５

７.８５

(2) １ が１０個で …１０

０.１ が ７個で … ０.７

０.００１が ３個で … ０.００３

１０.７０３

(3) もし，０.０００１が ２個なら，０.０００２ です。

０.０００１が ７個なら，０.０００７ です。

０.０００１が１２個なら，０.００１２ です。

この問題では，１ が ９個で … ９

０.１ が ４個で … ０.４

０.０００１が１８個で … ０.００１８

９.４０１８

１
(4) と０.０１とは，同じです。

１００

１
よって， が９個集まった数というのは，０.０１が９個集まった数のことで

１００

すから，０.０９ になります。
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

１
(5) と０.１とは，同じです。

１０
１

よって， が５７個集まった数というのは，０.１が５７個集まった数のことで
１０

す。

もし，０.１が ２個なら，０.２ です。

０.１が ７個なら，０.７ です。

０.１が１２個なら，１.２ です。

この問題では，０.１が５７個集まった数ですから，５.７ です。

１
(6) と０.０１とは，同じです。

１００

１
よって， が３０８個集まった数というのは，０.０１が３０８個集まった数の

１００

ことです。

もし，０.０１が ２個なら，０.０２ です。

０.０１が ７個なら，０.０７ です。

０.０１が １２個なら，０.１２ です。

０.０１が５７２個なら，５.７２ です。

この問題では，０.０１が３０８個集まった数ですから，３.０８ です。
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

トレーニング②

(1) １.３２

＋ ０.５９

１.９１

(2) ７.３８

－ ０.４３

６.９５

(3) ８.２７

＋ ０.９３

９.２０ → ９.２

(4) ４.１０ ←０をつけましょう。

－ １.７５

２.３５

(5) ２１.４０ ←０をつけましょう。

＋ １.８８

２３.２８

(6) １４.００ ←０をつけましょう。

－ ０.８４

１３.１６

(7) ８.４４ ←０をつけましょう。

＋ ２.５６

１１.００ → １１

(8) ４２.７０ ←０をつけましょう。

－ ２.７４

３９.９６
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

トレーニング③

(1) １km＝１０００ｍ ですから，kmをｍにするときは，１０００倍します。

１０００倍というのは，小数点を３個ぶん右に動かすことです。

６.３の小数点を３個ぶん右に動かすと，６３ . となります。

３と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

よって，６３００ｍ になります。

１
(2) １km＝１０００ｍですから，ｍをkmにするときは， にします。

１０００
１

３５０の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。
１０００

３５０は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは３５０を３５０. のように，小数点を

つけてから，左に３個動かします。

よって，３５０ｍ＝０.３５０km＝０.３５km です。

１
(3) １ｍ＝１００cm ですから，cmをｍにするときは， にします。

１００
１

９０の というのは，小数点を２個ぶん左に動かすことです。
１００

９０は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは９０を９０. のように，小数点を

つけてから，左に２個動かします。

よって，９０cm＝０.９０ｍ＝０.９ｍです。

(4) １kg＝１０００ｇ ですから，kgをｇにするときは，１０００倍します。

１０００倍というのは，小数点を３個ぶん右に動かすことです。

１.４３の小数点を３個ぶん右に動かすと，１４３ . となります。

３と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

よって，１４３０ｇ になります。

６.３ .

３５０..

９０..

１.４３ .
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

１
(5) １kg＝１０００ｇ ですから，mgをｇにするときは， にします。

１０００
１

５８００の というのは，小数点を３個ぶん左に動かすことです。
１０００

５８００は整数ですから小数点はありませんが，

そのときは５８００を５８００. のように，小数点を

つけてから，左に３個動かします。

よって，５８００ｇ＝５.８００kg＝５.８kgです。

(6) １Ｌ＝１０００mＬ ですから，ＬをmＬにするときは，１０００倍します。

１０００倍というのは，小数点を３個ぶん右に動かすことです。

０.４１の小数点を３個ぶん右に動かすと，４１ . となります。

１と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

よって，４１０mＬ になります。

(7) １kＬ＝１０００Ｌ ですから，kＬをＬにするときは，１０００倍します。

１０００倍というのは，小数点を３個ぶん右に動かすことです。

３.７の小数点を３個ぶん右に動かすと，３７ . となります。

７と小数点の間にもケタがありますから，そこに０を書きます。

よって，３７００Ｌ になります。

１
(8) １Ｌ＝１０００dＬ ですから，dＬをＬにするときは， にします。

１０
１

５.２の というのは，小数点を１個ぶん左に動かすことです。
１０

５.２の小数点を１個ぶん左に動かすと，「.５２」になります。

小数点の左側にも０をつけて，答えは０.５２Ｌです。

５８００..

０.４１ .

３.７ .

５.２.
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

トレーニング④

(1) のところの単位はkgになっていますから，単位をkgに直してから計算します。

２.７kg－９００ｇ＝２.７kg－０.９kg＝１.８kgになります。

(2) のところの単位は，ｇになっていますから，単位をｇに直してから計算します。

４８０ｇ＋０.７２kg＝４８０ｇ＋７２０ｇ＝１２００ｇになります。

(3) のところの単位は，ｍになっていますから，単位をｍに直してから計算します。

１.９ｍ＋６５cm＝１.９ｍ＋０.６５ｍ＝２.５５ｍになります。

(4) のところの単位は，kmになっていますから，単位をkmに直してから計算します。

０.６６km－４９０ｍ＝０.６６km－０.４９km＝０.１７kmになります。

(5) のところの単位は，Ｌになっていますから，単位をＬに直してから計算します。

４２.５dＬ＋２５００mＬ＝４.２５Ｌ＋２.５Ｌ＝６.７５Ｌになります。

(6) のところの単位は，dＬになっていますから，単位をdＬに直してから計算しま

す。

０.２１Ｌ－１７０mＬ＝２.１dＬ－１.７dＬ＝０.４dＬになります。

(7) のところの単位は，ｍになっていますから，単位をｍに直してから計算します。

３.７５km－１９００ｍ＋６４０００cm＝３７５０ｍ－１９００ｍ＋６４０ｍ

＝２４９０ｍ になります。

(8) のところの単位は，Ｌになっていますから，単位をＬに直してから計算します。

８.５５Ｌ＋６７３５mＬ－９０.５dＬ＝８.５５Ｌ＋６.７３５Ｌ－９.０５Ｌ

＝６.２３５Ｌ になります。
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

実戦演習①

(1) １Ｌ＝１０００mＬですから，１.２Ｌ＝１２００mＬです。

１２００mＬ入りのジュースが３本あります。

全部で，１２００×３＝３６００（mＬ）になります。

(2) ３６００mＬのジュースを，１人に５６０mＬずつ分けるのですから，わり算です。

３６００÷５６０＝６ あまり ２４０ ですから，６人に分けることができて，

２４０mＬあまります。

１dＬ＝１００mＬですから，２４０mＬ＝２.４dＬあまることになります。



- 21 -

演習問題集４上第６回 くわしい解説

実戦演習②

(1) はやと君の家から駅までは１.５kmで，

はやと君の家からポストまでは０.９６kmです。

よって，ポストから駅までは，

１.５－０.９６＝０.５４kmです。

(2) (1)で，ポストから駅までは０.５４kmである

ことがわかりました。

１km＝１０００ｍですから，０.５４km＝５４０ｍ

です。

自転車置き場は，ポストと駅のちょうど真ん中

にありますから，ポストから自転車置き場までは，

５４０÷２＝２７０ｍです。

はやと君は，家から自転車置き場まで自転車に

乗りました。

家からポストまでは ０.９６km＝９６０ｍ，ポストから自転車置き場までは２７０

ｍですから，家から自転車置き場までは，９６０＋２７０＝１２３０（ｍ）です。

は

や
と
君

の
家

ポ

ス
ト

自

転
車
置

き
場

駅

１.５km

０.９６km

家 ポ

ス
ト

自 駅

１.５km

０.９６km

０.５４km

家 ポ

ス

ト

自 駅

１.５km

０.９６km

２７０ｍ

５４０ｍ
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

実戦演習③

(1) 家からデパートまでは０.８５km，

デパートから図書館までは１.２５kmですから，

家から図書館までは，０.８５＋１.２５＝２.１

（km）になります。

(2) (1)で，家から図書館までは２.１kmである

ことがわかりました。

ですから，太郎君が家から図書館まで歩

くと，２.１km歩くことになります。

実際には，太郎君は２.６２km歩きました。

２.６２－２.１＝０.５２（km）よけいに歩い

ています。

その理由は，右の図のように，よけいに歩い

たところがあったからです。

よけいに歩いたのは，右の図のななめの線を

つけた部分です。デパートから本屋までを往復

した道のりぶんが，よけいだったのです。

往復ぶんが，０.５２km＝５２０ｍですから，

片道ぶんは，５２０÷２＝２６０（ｍ）です。

デパートから図書館までは１.２５km＝１２５０ｍ，デパートから本屋までは２６０

ｍなので，本屋から図書館までは，１２５０－２６０＝９９０（ｍ）です。

家 デ
パ

ト

本
屋

図
書

館

0.85km

1.25km

家 デ
パ

ト

本
屋

図
書

館

0.85km

1.25km

家 デ

パ

ト

本
屋

図

書
館
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1.25km

家 デ

パ

ト

本

屋
図

書

館

0.85km

1.25km
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演習問題集４上第６回 くわしい解説

実戦演習④

(1) どのようなやりとりをしたかを整理しましょう。

（ア）はじめにＡからＢに８００mＬの水をうつした。

（イ）次にＢからＣに１.２Ｌの水をうつした。

（ウ）うつした結果，ＡとＣの水の量は等しくなった。

Ａは，（ア）で８００mＬ減ったことがわかります。

Ｃは，（イ）で１.２Ｌ＝１２００mＬ増えたことがわかります。

その結果，（ウ）のように，ＡとＣの水の量が等しくなりました。

右の線分図のようになります。

はじめのＡとＣの差は，

８００＋１２００＝２０００（mＬ）です。

１Ｌ＝１０００mＬですから，答えは，

２０００mＬ＝２Ｌ になります。

(2) (1)で，はじめにＡはＣよりも２０００mＬ多いことがわかりました。

また，問題には，ＣはＢよりも，２dＬ＝２００mＬ多い水が入っていることも，

わかっています。

よって，ＡはＢよりも，２００＋２０００＝２２００（mＬ）多い水が入って

いることになります。

また，Ａ，Ｂ，Ｃ合わせて１２Ｌ＝１２０００mＬ

の水が入っていますから，右のような線分図になり

ます。

Ａから２２００mＬ，Ｃから２００mＬ取りのぞく

と，１２０００－(２２００＋２００)＝９６００（mＬ）

になり，これが，Ｂ３本ぶんです。

よってＢは ９６００÷３＝３２００（mＬ）になります。

Ｃは，３２００＋２００＝３４００(mＬ) → ３４dＬになります。

Ａ

Ｃ

800

1200

Ａ

Ｃ

800

1200

2000

Ａ

Ｂ

Ｃ

2200

200

12000


